
新
刊
本
棚

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

新
刊
新新新新新新

100さいの森ノラネコぐんだん
ケーキをたべる

　

居
酒
屋
で
店
員
を
呼
ん
で
も

気
づ
い
て
も
ら
え
な
い
著
者
が
、

ア
メ
横
の
魚
屋
や
相
撲
の
呼
び

出
し
等
に
教
え
を
乞
い
、
通
る

声
の
獲
得
を
目
指
し
た
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
。

声が通らない
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岡 
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／
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講
談
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新
保 

信
長
／
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文
藝
春
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新
堂 

冬
樹
／
著

双
葉
社
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工
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ノ
リ
コ
／
著

白
泉
社

る
探

五
條
の

る
探第146回

五
條
の

をを

歴
史を

歴
史

　

昨
年
は
、
五
條
新
宮
縦
貫
鉄
道
（
以
下
、

五
新
鉄
道
）
期
成
同
盟
会
が
、
五
新
鉄
道
の

敷
設
を
政
府
に
請
願
し
て
か
ら
１
０
０
年
の

節
目
で
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
五
新
鉄
道
の

歴
史
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

五
新
鉄
道
は
、
五
条
駅
を
起
点
に
野
原
町
・

宗
桧
村
（
現
：
西
吉
野
町
南
部
）
・
大
塔
村

（
現
：
五
條
市
大
塔
町
）
・
十
津
川
村
・
本

宮
町
を
経
由
し
新
宮
町
（
現
：
和
歌
山
県
新

宮
市
）
へ
至
る
全
長
約
１
１
２
k
m
の
路
線

計
画
で
し
た
。

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
、
横
浜
と
新
橋

を
結
ぶ
日
本
で
最
初
の
鉄
道
が
開
通
し
て
以

降
、
「
私
設
鉄
道
条
例
」
（
明
治
20
年
５
月

公
布
）
や
「
鉄
道
敷
設
法
」
（
明
治
25
年
６

月
公
布
）
と
い
っ
た
鉄
道
関
連
の
法
律
の
公

布
に
伴
い
、
五
條
を
通
る
鉄
道
路
線
が
整
備

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
29
年
（
１
８
９
６
）
10
月
に
高
田
駅

と
五
条
駅
を
結
ぶ
南
和
鉄
道
が
開
通
し
、
明

治
34
年
（
１
９
０
１
）
10
月
に
は
五
条
駅
と

和
歌
山
駅
（
現
：
紀
和
駅
）
を
結
ぶ
紀
和
鉄

道
が
開
業
し
ま
し
た
（
両
路
線
は
明
治
40
年

に
国
有
化
）
。

　

ま
た
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
６
月
に

は
、
二
見
に
あ
っ
た
川
端
駅
か
ら
、
阪
合
部

村
、
和
歌
山
県
伊
都
郡
富
貴
村
（
現
：
和
歌

山
県
伊
都
郡
高
野
町
富
貴
）
を
経
て
大
塔
村

阪
本
を
結
ぶ
大
和
索
道
が
開
通
し
、
吉
野
の

山
々
の
林
産
物
が
五
條
に
入
っ
て
く
る
な
ど
、

鉄
道
路
線
の
発
達
に
伴
い
、
地
域
も
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
中
で
、
五
新
鉄
道
敷

設
計
画
は
動
き
出
し
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

文
化
財
課
学
芸
員　

山
本 

望
実

　

  

文
化
財
課　

  　

２
４
・
２
０
１
１

問

☎

五
條
新
宮
縦
貫
鉄
道
（
そ
の
１
）

見取り図案内其の百四拾四見取り図案内其の百四拾四見取り図案内其の百四拾四見取り図案内其の百四拾四

　

「
紀
路
」
は
、
５
世
紀
後
期
か
ら
大
和

と
和
歌
山
・
紀
伊
の
道
を
結
ん
だ
道
で
す
。

平
城
京
と
藤
原
宮
を
結
ぶ
24
キ
ロ
の
直
線

道
路
「
下
ツ
道
」
を
引
き
継
ぎ
、
五
條
を

経
て
、
「
紀
伊
水
門
（
港
）
」
ま
で
届
き

ま
し
た
。
吉
野
川
が
紀
の
川
と
名
を
変
え

て
、
紀
の
海
に
流
れ
込
む
河
口
に
港
は
あ

り
、
難
波
の
港
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

五
條
か
ら
は
、
飛
鳥
、
横
大
路
、
竹
内

峠
を
経
て
、
難
波
宮
へ
出
る
道
も
あ
り
ま

し
た
。
ほ
か
に
、
「
葛
城
修
験
道
」
の
資

料
を
追
う
な
ら
、
金
剛
山
・
葛
城
山
の
総

称
「
葛
木
山
」
の
山
麓
を
通
っ
て
、
二
上

山
か
ら
竹
内
峠
を
越
え
、
難
波
に
出
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

藤
原
豊
成
が
難
波
大
臣
と
呼
ば
れ
て
難

波
宮
に
も
通
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
五

條
と
難
波
の
距
離
を
考
え
る
と
一
見
、
不

可
能
に
見
え
ま
す
が
、
「
道
」
は
、
存
外

に
発
達
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

天
平
勝
宝
８
年
（
７
５
６
年
）
５
月
。

聖
武
天
皇
が
崩
御
し
、
翌
年
１
月
、
橘
諸

兄
が
亡
く
な
り
ま
す
。
諸
兄
の
長
男
・
橘

奈
良
麻
呂
は
そ
の
７
月
、
諸
兄
亡
き
後
、

孝
謙
女
帝
の
庇
護
の
下
に
急
速
に
力
を
伸

ば
し
た
仲
麻
呂
の
専
横
に
怒
り
、
反
乱
を

企
て
ま
す
。

　

こ
の
時
、
藤
原
豊
成
は
、
弟
の
仲
麻
呂

に
は
味
方
せ
ず
、
奈
良
麻
呂
側
に
い
ま
し

た
。
聖
武
天
皇
の
娘
不
破
内
親
王
の
夫
で

あ
る
塩
焼
王
を
次
期
天
皇
に
推
そ
う
と
し

た
か
ら
で
す
。
が
、
企
て
は
密
告
に
よ
っ

て
露
見
し
、
奈
良
麻
呂
を
始
め
、
一
味
に

名
を
あ
げ
ら
れ
た
人
々
は
、
過
酷
な
処
分

を
受
け
て
い
ま
す
。
豊
成
も
、
太
宰
府
に

左
遷
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

豊
成
は
太
宰
府
に
向
か
う
と
都
を
出
た

後
、
病
気
と
称
し
て
難
波
宮
の
別
邸
に
入

り
、
以
後
８
年
間
、
仲
麻
呂
が
反
乱
を
起

こ
し
て
失
脚
す
る
ま
で
を
難
波
宮
で
過
ご

し
ま
す
。

　

仲
麻
呂
が
破
れ
た
後
、
豊
成
は
右
大
臣

と
な
り
、
翌
年
、
父
の
武
智
麻
呂
か
ら
受

け
継
い
だ
宇
智
郡
の
土
地
を
榮
山
寺
に
施

入
し
、
62
歳
で
没
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
、

父
武
智
麻
呂
の
思
い
を
継
ぎ
、
聖
武
天
皇

の
一
家
と
、
榮
山
寺
を
大
切
に
し
た
人
で

し
た
。

館
長　

川
村 

優
理

　

1
0
0
歳
を
迎
え
た
明
治
神
宮

の
森
は
、
高
層
ビ
ル
が
立
ち
な
ら

ぶ
東
京
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
、
人

の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
大
き

な
森
で
す
。
森
の
歴
史
や
、
森
で

暮
ら
す
生
き
も
の
た
ち
の
様
子
な

ど
を
、
精
密
な
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介

し
ま
す
。

　市立図書館に図書除菌機を設置しました。本に挟まったごみなど
を除去し、紫外線ランプで除菌を行う機械です。誰でも利用するこ
とができます。貸出手続を終えた本の除菌に利用してください。
　使用方法などは、図書館職員に気軽に尋ねてください。なお、利
用の順番待ちをする際は、前の人と十分に距離を空けるなど、感染
症対策にご協力をお願いします。
生涯学習課（内線８２４）

ふ
わ

よ
こ
お
お
じ

五新鉄道の陸橋跡
（新町 1丁目）

蔵書点検のため休館します
2月3日（水）～17日（水）

　蔵書点検とは、すべての図書資料を点検し、破損
や紛失がないか、正しい場所に所蔵されているかを
確認する作業です。
　休館中の資料の返却は、ブックポストを利用して
ください。

休

き
の
み
な
と

し
お
や
き
お
う

し
も
つ
み
ち

登録有形文化財「藤岡家住宅」見取図案内登録有形文化財「藤岡家住宅」見取図案内登録有形文化財「藤岡家住宅」見取図案内

き
じ

時

【展示案内】「布」展

　 1月7日（木）～3月20日（土）

新型コロナウイルス感染症対策
貸出本を除菌できます

問

19 18まなびのひろば時 日時 所 場所 対 対象 定 定員 ￥ 費用 師 講師 方 申込方法 期 期間 〆 締切内 内容 持 持ち物 申 申込先 問 問合先 ☎ 電話番号 FAXFAX FAX 番号 メール注 注意事項 他 その他！ 重要

1 月 図書館だより
市立図書館（水曜休館）
２２－４１３３

問

☎

図書館ブログ 蔵書検索

こ
そ
だ
て

こ
そ
だ
て

市
民
ご
よ
み

市
民
ご
よ
み

く
ら
し

く
ら
し

市
政
報
告

市
政
報
告

ま
な
び

ま
な
び

病
院
・
消
防

病
院
・
消
防

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

交　

流

交　

流

感
染
症
対
策

感
染
症
対
策

新
年
の
挨
拶

新
年
の
挨
拶


